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確定拠出年金制度の普及推進に向けて

〇老後の所得確保は、公的年金に加え、私的年金（DB、企業型DC、iDeCo、国基）、退職一時金等の様々な

方法があり、どのように老後に備えるかは個人の選択によるところ、私的年金制度は、公的年金と上乗せの

制度として、老後の生活の多様な希望・ニーズに対応している。

○今回の制度改正等により、企業年金・個人年金ともに拡充。私的年金全体として普及・推進に取り組む。

○ＤＢ加入者 約８９０万人

○企業型ＤＣ加入者 約８６０万人

（マッチング拠出者 約１４０万人）

※退職給付制度（一時金・年金含む）がある

企業の割合は全体の約３／４

※企業年金制度がある

企業の割合は全体の約１／４

○iDeCo加入者 約３６０万人

（iDeCoの運用指図者 約１００万人）

○国民年金基金 約３０万人

○企業型DCの限度額UP

○中小企業への普及推進

〇マッチング拠出の制限撤廃

○拠出限度額の引き上げ

○加入可能年齢の引き上げ

○利便性向上（オンライン推進）

【現状】

企業年金

個人年金

制度改正により、企業年金・個人年金ともに拡充

→私的年金全体として、普及推進

【改正】

企業年金

個人年金
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企業向け普及推進策について

◼ 外部機関と連携

➢ 企業年金連合会や運営管理機関等と連携し、
私的年金制度の理解や導入の促進を図る取組
として、周知・広報活動を実施。

➢ 企業年金シンポジウムや企業の担当者を対象
としたセミナーを開催。

➢ 全国社会保険労務士会連合会と連携し、社会
保険労務士向けに企業年金に関する講演を実施。

➢ 経団連全会員向け講演を行い、各企業を通じた
従業員への周知・広報を依頼。

◼ 厚生労働省ホームページの拡充

➢ 企業型DCと iDeCoプラス（中小事業主掛金納
付制度）の事業主向けのチラシを整備し、
ホームページに掲載することで、事業主の制
度理解を促進。

① 企業に対する普及推進策
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◼ 拠出限度額の拡充

➢ 加入者がそれぞれの状況に応じ拠出限度額の枠
を十分に活用し老後の資産所得の確保が可能
となるよう、マッチング拠出における加入者
掛金の額の制限を撤廃。  （2026年4月施行）

➢ 老後に向けた資産形成を促進する観点から、
iDeCo（ iDeCoプラス含む）・企業型DCの
拠出限度額を引き上げ。（2026年12月施行）

◼ 企業型DCにおける手続きの簡素化

➢ 中小企業における企業年金の活用状況を踏まえ、
中小事業主を含めたすべての事業主が取り組み
やすい手続きに改善。 （2026年4月施行）

② 企業型DC、iDeCoプラスの制度改善策

（各種研修・セミナー） （制度改正に関するチラシ）

◼ iDeCoプラス（中小事業主掛金納付制度）にお
ける届出の簡素化等

➢ 事業主の負担軽減の目的から、事業主による
必要書類の届出について簡素化。
                                    （2026年4月施行）

➢ 実施主体の国民年金基金連合会において、
2026年度中に申請・届出のオンライン化に着手。

※ iDeCoの普及推進については次ページ以降に掲載



〇 2026（R8）年12月に拠出限度額及び加入可能年齢を引上げ。制度改正を“起点”に広報・普及促進を重点的に実施。

〇 「非認知層」（主に若者）の取り込み ⇒「認知・未加入層」の加入促進 ⇒「加入・活用層」の活用拡大を推進。

i D e C o 普及促進策（限度額引上げ等を起点に）
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⇒活用拡大

加入・
活用層

認知・
未加入層

非認知層
（主に若者）

⇒ 認知拡大

〇 SNS大規模展開

ショート動画等を作成・発信

〇 職域周知の推進

DC・DBの事業主等を通じ、新入社員を含めた従業員向けにiDeCoを周知。

〇 若者応援キャンペーン（※検討中）

〇 制度改正の重点周知

拠出限度額及び加入可能年齢引上げの具体メリット（税負担軽減など）を明確化。

〇 外部機関連携の強化

運営管理機関、JFLEC、関係団体等と連携

〇 公的年金シミュレーター連携（2026年4月～）

iDeCo試算機能追加により将来受取を提示

②若者向け対策（主に非認知層）
⇒加入促進

〇 制度改正は“伝えてこそ”効果。広報・普及促進を重点的に実施することで、認知 → 加入 → 活用拡大を推進。

①全年齢向け対策（主に認知・未加入層～加入・活用層）

掛金全額所得控除 70歳になるまで拠出可能に



iDeCoがパワーアップします!

毎月の拠出限度額がアップ

例えば、企業年金がないサラリーマンの方の毎月の拠出限度額は

２３,０００円から62,000円にアップ

70歳になるまで掛金の拠出が可能に

例えば、50歳の方がiDeCoを始めても最大20年間の掛金の拠出が可能に

掛金の所得控除メリットはそのまま継続

掛金の所得控除メリットはそのまま継続

掛金を増額すれば所得控除をより大きくすることが可能に

令和8年12月から

1

2

3
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❷ 70歳になるまで掛金の拠出が可能に

働き方にかかわらず、70歳になるまでiDeCoに加入し、老後の資産を形成できるようになります

【現在の加入要件】

• 国民年金被保険者の方

• 老齢基礎年金やiDeCoの

老齢給付金を受給していない方

※令和11年11月末までは、上記要件に該当しない60歳～70歳未満の方であっても、新たにiDeCoに加入することができます。
（老齢基礎年金を受給している方等、一部の方は除きます。）

❶ 毎月の拠出限度額がアップ

加入資格 拠出限度額（月額）

75,000円

62,000円

第1号被保険者

任意加入被保険者 （自営業者など）

第2号被保険者
（会社員など）

会社が企業年金を

実施していない会社員

会社が企業年金を

実施している会社員

68,000円

23,000円

20,000円
企業年金と合わせて
55,000円が上限

企業年金と合わせて

62,000円が上限

第２号被保険者

第１号、第３号
被保険者

任意加入
被保険者

国民年金
被保険者

60歳 65歳 70歳 75歳

【加入可能年齢の引き上げ要件】

①iDeCo加入者

②iDeCo運用指図者

③企業年金からiDeCoに移換する方

• 上記の①～③いずれかに該当する方であって、

老齢基礎年金やiDeCoの老齢給付金を受給

していない方等が対象です
※拠出限度額（月額）は原則62,000円です

国民年金被保険者以外

国民年金基金と合わせて

75,000円が上限

国民年金基金と合わせて

６８，０００円が上限
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iDeCoの普及・推進に向けて
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★ 制度改正にあわせ、加入のメリット周知の強化、
加入可能年齢の引き上げ・拠出限度額の引き上げの周知

★ 今回の制度改正が、老後の資産形成のあり方を考えてもらう
ことのきっかけとなるべく、iDeCoの制度の周知を強化

「これからiDeCo」

「ひろがるiDeCo」

まだiDeCoを始めていない方が、今回の改正を機に
IDeCoに関心を持っていただき、加入に踏み出していただく
メッセージ

拠出限度額の引き上げにより活用できる金額の幅が広がり、
また、加入可能年齢の引き上げにより
活用できる期間がそれぞれ広がる、という意味を込めた
メッセージ



iDeCo 年収別

～ 拠出時の税制優遇のメリット ～

収入 300万円（年収）

毎月掛金 5,000円

年間掛金 60,000円

収入 800万円（年収）

毎月掛金 20,000円

年間掛金 240,000円

控除額（年間）

9,000円
控除額（月換算）

750円

※税率15%(所得税率5％住民税率10％）の場合

控除額（年間）

72,000円

控除額（月換算）

6,000円

※税率30%(所得税率20％住民税率10％）の場合
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i D e C o に関連する情報の確認方法について
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【iDeCoの基本情報】

○ iDeCoの制度の内容、運営管理機関の一覧などの情報について、iDeCo公式サイトで確認することが可能。

○ iDeCo公式サイト、企業年金連合会の特設サイト、運営管理機関等において資産運用の基礎知識等のための各種コ
ンテンツを提供。

【iDeCoの拠出限度額】

○ 運営管理機関サイト等にて、iDeCoの制度の説明があり、職業・企業年金の有無等により確認することができる。

また、職業などを入力すると、限度額が表示されるシミュレーターが活用できる場合もある。

○ 企業型DC加入者については、企業型RKの加入者専用サイトにて、iDeCoの拠出可能見込額の確認が可能。

○ 各企業において、DBの他制度掛金相当額を確認。

○ ねんきん定期便、ねんきんネットにおいて、年金の加入状況が確認可能。

○ マイナポータル、ねんきんネット、基礎年金番号通知書、年金手帳（青色）等で基礎年金番号の確認が可能。

【iDeCoの個人別管理資産額等】

○ 年１回、各RKから個人別管理資産額等を通知。

○ iDeCoの各RKの加入者専用サイトにて、掛金額、個人別管理資産額、運用の状況（評価額）などを確認可能。

【iDeCoの将来の受取見込み額】

○ 運営管理機関サイト等にて、iDeCoの将来の拠出額や利回りを入れると将来の受取額や減税額を試算可能なシミュ
レーターを活用して試算可能。

○ 令和８年４月より、公的年金シミュレーターにて、iDeCoの試算の将来の受取り見込み額などが試算可能。



i D e C o 公式サイト・企業年金連合会の特設サイト
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○ iDeCo公式サイト、企業年金連合会の特設サイトにおいて、iDeCoを始めるにあたってのポイントや投資教育コ
ンテンツ、実際の手続きに関するコンテンツを掲載し、情報提供を実施している。

【企業年金連合会特設サイト】【iDeCo公式サイト】



〇 企業型RK（全4社）の加入者専用サイトで、iDeCoの拠出可能見込額が確認可能。

日本レコード・キーピング・

ネットワーク株式会社（NRK）

損保ジャパンDC証券株式会社日本インベスター・ソリューション・ア

ンド・テクノロジー株式会社（JIS&T）

ＳＢＩベネフィット・システムズ

株式会社

企業型ＤＣ加入者（ＤＢ併用者含む）のｉＤｅＣｏ拠出可能額
ー加入者専用の個人ページにおける i D e C o 拠出可能見込額の表示ー

55,000円

DB等の他制度掛金相当額

事業主掛金額

10,000円

30,000円

法定拠出限度額（月額）

企業型に関する情報
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ねんきん定期便・ねんきんネット

12

○ ねんきん定期便・ねんきんネットにおいて、現在の年金の加入状況（国民年金の第１号被保険者、第２号被保険
者、第3号被保険者）や保険料の納付状況等を確認することが可能。

【ねんきんネット】【ねんきん定期便】



ＤＣの見える化（加入期間中）
ー加入後の定期的な加入者への通知ー
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○ 運営管理機関より、加入者あて、個人別管理資産について通知している。

○ 運営管理機関の加入者向けサイトにおいても、多くの情報が提供されている。



現行の公的年金シミュレーターの概要

◼ 公的年金シミュレーターは、令和２年改正年金法を分かりやすく周知すること、働き方や暮らし方の変化に伴う年金額の変化を「見え

る化」することを目的として、令和４年４月から運用を開始した。

◼ ねんきん定期便の二次元コードを読み取るなどして将来の年金受給見込額を簡単に試算でき、働き方や暮らし方の変化に応じた年

金額の変化も試算できる。令和５年4月に年金受給開始時点での税や保険料の大まかなイメージを表示する機能を追加し、同年７月

には民間サービスとの連携に向けたプログラムを公開、令和６年１月には在職定時改定、令和8年4月には障害年金、iDeCoの試算

機能を追加した。

◼ 公的年金シミュレーターを利用して、実際に試算を行った回数は令和８年３月29日時点で1,２０５万回超。

■ 公的年金シミュレーターの特徴

【簡単でスムーズな操作性】
• ID・パスワードは不要で、すぐに試算を始めることができる。
• 「ねんきん定期便」の二次元コードを利用すれば、よりスムーズに入力が可
能。

【グラフを表示しながら試算できる】
• スライドバーを動かすと年金額の変化が一目で分かる。

【データ管理も安心・安全】
• 個人情報は記録、保存されない。

■ 公的年金シミュレーターの使い方

公的年金シミュレーター
https://nenkin-
shisan.mhlw.go.jp/
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公的年金シミュレーターによる障害年金・ i D e C o 試算機能
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公的年金シミュレーターは、現役期における障害年金の受取見込み額の大まかな試算や、国民年金の被保険者

が加入できるiDeCoに加入した際の積立額や取崩し額についてシミュレーションする機能が追加されている。

障害の程度（１級～３級）に応じ

て、障害年金の大まかな障害年

金見込額を一括で試算可能。障

害の程度を調べたい場合には

「障害の程度」ボタンをタップし

て調べることが可能。

障害年金の手続の相談にス

ムーズに移行できるよう「日本

年金機構公式サイト 年金のご

相談（電話・窓口）」を案内。

iDeCo積立・運用での将来受

け取り見込額の結果について

はグラフ及び数字で表現され、

グラフ直下にあるスライドバー

を動かすと年金額がリアルタ

イムで変化し、一目でわかる。

iDeCo積立・運用での将来受

取見込額を試算するための４

つの重要な要素である「積み

立て終了年齢」、「受け取り開

始年齢」、「毎月の掛金額」、「運

用利回り」を変更することによ

り、将来受け取る年金額の増

減を簡単に試算することが可

能。



公的年金シミュレーターによる i D e C o 試算機能
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iDeCoに加入した際の積立額だけでなく、取崩し額について①年金額が分かる受給見込額の表示、② iDeCo資

産を取り崩した際の資産の減り方が分かるシミュレーション機能が追加されている。

積み立て・運用
受け取り
受給見込額

受け取り
資産の減り方



公的年金シミュレーターによる将来の老齢年金見込み受給額試算について

「公的年金シミュレーター」は、将来受け取る年金見込み受給額を固定して表示するだけではなく、個々人の働き方暮らし方の変化に

よる多様なライフコースに応じた様々なパターンの年金見込み受給額を簡単な入力で試算・表示することが可能。

年金見込み受給額試算の結果

についてはグラフ及び数字で

表現され、グラフ直下にあるス

ライドバーを動かすと年金額

がリアルタイムで変化し、一目

でわかる。

将来受け取る年金見込み受給

額を決定する３つの重要な要

素である「今後の平均年収」、

「退職する年齢」、「年金を受け

取り始める年齢」を変更するこ

とにより、将来受け取る年金

額の増減を簡単に試算するこ

とが可能。

個々人の働き方・暮らし方によ

る多様なライフコースに対応す

るため、働き方・暮らし方、働く

期間、年収を直接入力し変更す

ることにより、年金見込み受給

額を試算することが可能。

（注）公的年金シミュレーターは、年金額を簡易に試算することを目的としており、実際の年金額とは必ずしも一致しません。
より正確な年金見込み額の確認をする場合には、日本年金機構の「ねんきんネット」の活用をご検討ください。
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次期公的年金シミュレーターの周知・広報（P I V OT ・使い方 H P）

公的年金シミュレーターの使い方について、特設サイト・動画コンテンツを制作。周知広報として、ニュースメディ

アのPIVOTで公的年金シミュレーターをテーマとした動画を配信。

⚫ 動画については、老齢年金・

障害年金・iDeCoの操作方

法を詳細に説明する5分程

度の長尺動画と、機能の概要

を説明する30秒程度の

ショート動画を制作。

⚫ ニュースメディアコンテンツのPIVOTで、 MCが生徒役とな

り、ゲスト（専門家）からビジネスパーソンに必要なスキルセッ

ト・新常識を学ぶ動画

⚫ 公的年金シミュレーターをテーマに老齢年金・障害年金の試算

方法やiDeCoシミュレーターの活用法にフォーカスし、ビジネ

スマンの学びになる映像番組

PIVOT タイアップコンテンツ公的年金シミュレーター使い方ホームページ・動画

「ビジネス」＋「学び」に特化した映像コンテンツスマートホンにフォーカスした特設サイト・動画コンテンツ

https://www.youtube.com/watch?v=_Lb-V5e1YnA

https://www.

mhlw.go.jp/ko

uteki_nenkin_

simulator_gui

de/index.html
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iDeCoシミュレーター（試作版）を利用した方に、今後どう行動したいか調査したところ、①具体的な金融商品を調べ

たいと思った（48.5％）、②実際にiDeCoへ加入したいと思った（35.8%）、③Web等を検索して詳しく調べようと

思った（34.3％）となった。

n=

具体的な金

融商品を調

べたいと思っ

た

実際に

iDeCoへ加

入したいと

思った

Web等を検

索して詳しく

調べようと

思った

NISA等の

積立制度へ

の加入した

いと思った

毎月の掛金

額の変更を

検討したいと

思った

YouTubeの

資産運用系

の動画を検

索して詳しく

調べようと

思った

貯蓄をした

いと思った

金融機関の

ホームペー

ジを調べた

いと思った

ファイナン

シャルプラン

ナーに相談

したいと思っ

た

生成AIに解

説してもらお

うと考えた

Xで検索しよ

うと考えた

Instagram

で検索しよう

と考えた

その他 特に何も行

動したいと思

わなかった

全体 134 48.5 35.8 34.3 26.9 22.4 21.6 19.4 17.2 11.2 9.0 3.0 2.2 3.7 7.5 

30代 30 36.7 33.3 33.3 26.7 13.3 23.3 13.3 13.3 6.7 3.3 - - 3.3 20.0 

40代 37 35.1 24.3 29.7 32.4 5.4 27.0 21.6 21.6 10.8 16.2 5.4 5.4 2.7 8.1 

50代 66 60.6 42.4 37.9 24.2 36.4 18.2 21.2 15.2 13.6 7.6 3.0 1.5 4.5 1.5 

①加入手続きあり50代～60代 67 61.2 43.3 37.3 23.9 35.8 17.9 20.9 16.4 13.4 7.5 3.0 1.5 4.5 1.5 

②加入手続き無し30代～40代 67 35.8 28.4 31.3 29.9 9.0 25.4 17.9 17.9 9.0 10.4 3.0 3.0 3.0 13.4 

年金制度に詳しい方 49 55.1 30.6 42.9 26.5 24.5 22.4 18.4 20.4 8.2 6.1 4.1 4.1 6.1 8.2 

年金制度に詳しくない方 85 44.7 38.8 29.4 27.1 21.2 21.2 20.0 15.3 12.9 10.6 2.4 1.2 2.4 7.1 

①＆年金制度(詳しい) 27 63.0 40.7 44.4 22.2 33.3 14.8 18.5 25.9 11.1 7.4 3.7 3.7 3.7 3.7 

①＆年金制度(詳しくない) 40 60.0 45.0 32.5 25.0 37.5 20.0 22.5 10.0 15.0 7.5 2.5 - 5.0 -

②＆年金制度(詳しい) 22 45.5 18.2 40.9 31.8 13.6 31.8 18.2 13.6 4.5 4.5 4.5 4.5 9.1 13.6 

②＆年金制度(詳しくない) 45 31.1 33.3 26.7 28.9 6.7 22.2 17.8 20.0 11.1 13.3 2.2 2.2 - 13.3 
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公的年金シミュレーターの利用状況（試算回数）
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公的年金シミュレーターの試算回数は2022年4月25日の運用開始以降、順調に伸びており、１２０５万回に到達。

今後も、試算回数の伸びが想定される。

令和８年3月29日時点
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公的年金シミュレーターの利用状況（試算回数）
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令和８年3月29日時点

1,463,848 
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公的年金シミュレーターの年度ごとの試算回数
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